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当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

技術の概要

期待される効果

２ 誰でもできる養液栽培 ３ 技術を組合せ収量アップ

 ロックウールを利用した簡易な隔離床栽培により水稲育苗後のハウスをそのまま
有効に活用できます。

 パプリカは輸入取扱い量が多く、市場からは国産品が望まれており、高単価が期
待できます(H28 AM規格 600～700円／kg）。

 H28年10ａあたりの実績では、収量4.5t、売上げ220万円、経費が115万円である
ことから105万円の収益が見込まれます。

ハウスをフル活用するパプリカの養液栽培

１ 育苗ハウスをそのままフル活用
水稲育苗後のハウスを耕起することなく、簡易な養液栽培システムを設置するだ
けで、パプリカを栽培できます。
翌年はシステムを撤去するだけでそのまま水稲の育苗ができます。

水稲育苗後のハウスをそのままの状態で簡易なシステムを使っ
てパプリカの夏秋どり栽培をおこなう栽培方法です。

角材とロックウールスラブを組み合わせ
た簡易な隔離床養液栽培システムによ
り、設置と撤去が容易な栽培システムで
す。

接ぎ木栽培により草勢を維持し収量の
向上(5～10%)が期待できるとともに、収
穫終了直前にはグリーンのパプリカを光照
射追熟により着色し、無駄なく出荷(5～
15%)できます。


